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米の備蓄必要数巌は小麦換算で約188万 トン (同米換算鬼195万 トン)､小麦約380万 トン

























アセアン緊急米備蓄の参加国および備蓄鼠は､タイ(1.5万 トン)､ベ トナム (1.4万 トン)､
ミャンマー (1.4万 トン)､フィリピン (1.2万 トン)､インドネシア (1.2万 トン)､マレー
シア (6千 トン)､シンガポール (5千 トン)､ラオス (3千 トン)､カンボジア (3千 トン)､




































































利益 損失 利益 損失 利益 損失
不作01 A+B A p椅-Q1)
豊作Q2 (C+ド+E/2) C+ド+E P(Q2J3)












D2 D Dl 数鬼
嚢2 完全安定化政策からの経済的利益 (需要側が変動)
消費者 生産者 政府
利益 損失 利益 損失 利益 損失
好況D1 A+B (A+Bノ2) p(D1-ら)
不況D2 C (C十E/2) p(5 -D2)






S(P)-a+bP+ u=bP+x･ ･ ････ ･･(1)


























































利益 損失 利益 損失 利益 損失
不作Q1 A十B A Pm1.Xt
豊作Q2 C C+D Pm2.x2





実際に元の需要曲線 D(P)と戸ご交差 し､備蓄の放出または横増 し登は､次の規則に従っ
て決定される｡













p…r =P,+α(P-Pt) - (ll)
以前の記号を用いて次の関係が導かれる｡









-(a･b声+uI)[(戸一浩 )1p- i )] ･ I ･ ･ (14)
この利益の期待値をとると､












































































































































表5 価格安定化 (Waugh-0 トMassel型)政策に伴う経済的効果 (%)
期待形成の型 価格の変動係数 消費者余剰の増加比率a) 生産者余剰の増加比率b) 総余剰の増加比率
(タイ)合理的期待 16.36 -0.30 0,60 0.30
適応 .合理的期待 16.58 -0.35 0.68 0,33
適応的期待(豪州)合理 22.01 0.07 0.65 0.721557 - 46 79 33
適応 .合理的期待 16.10 -0.54 0.89 0.35
適応的期待(アセアン+3回)合理 20,03 -0.37 0.21 0.8443.4 1 54 23













泰6 価格安定化 (危険回避型)政策に伴う経済的利得 (%)
経済的利益 消費者利益の 生産者利益の 総利益の増加比率a) 増加比率b) 増加比率
(タイ)余剰の増加 -0.37 1.81 1.44
効率性の増加 8.60 -4.32 4.28
総利得(豪州)余剰の増加 8.23 -2.51 5.72-OA6 0 155
効率性の増加 10.54 -5.12 5.42
総利得(アセアン+3国)余剰の増加 10.08 -3.ll 6,9713 i,06 0.32











































(1)単収決定式､ 単収 -前年の単収 x (1+単収上昇率)Ⅹ 作柄係数
(2)収穫南棟決定式､ 収穫面積-前年の収穫面積 Ⅹ生産者価格上昇率★★供給の価格弾力性




(5)需要量決定式､ 需要量ニー人当たり需要墨 x前年の人口 x (i+人口増加率)
(6)期末在庫量決定式､ 期末在庫量 -前年の期末在庫晃 x卸売り価格上昇率… ト1.5)
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生産者価格 -前年の生産者価格 x i(生産者保護額+関税削減計画x個際価格+輸送費))
の対前年変化率l
(lot)卸売り価格決定式､ i関税削減の約束に応じた国の場創

























0.05 0.05 0.07 0.07
0 200 0 200
無し 臥 韓.車 無し 臥 綿,中
米 平均国際価格 96.9 98.4 100.1 99.1
標準偏差 9.6 8.1 15.3 13.7
変動係数(%) 9.9 8.3 15.3 13.8
小麦 平均国際価格 98.0 98.6 100,8 99.4
標準偏差 11.6 12.2 12.9 14.7
変動係数(%) 11.9 12.4 12.8 14.8
トウモロコシ 平均国際価格 88.3 89.8 91.7 89.7
標準偏差 13.1 14.1 16.0 15.4
変動係数(%) 14.9 15.7 17.5 17,2
出所)井上･長沢 [21] (園際価格は1999年を100とする指数)
嚢8 米,小麦,トウモロコシからの供給熱慮 (食用,1日,1人当たり,kcal)
Siml Sim2 Sim3 Sinl4
インドネシア 平均 1,868 1,858 1,869 1,859
標準偏差 63 61 95 79
変動係数 3.4 3.3 5.1 4.2
フィリピン 平均 1,479 1,475 1,479 1,475
標準偏差 38 38 52 45
変動係数 2.6 2.6 3.5 3.0
タイ 平均 1,288 1,287 1,288 1,286
標準偏差 15 15 21 18








































(I)非線形 - - Turnovsky(1974)
(I)撹乱項の形状 (不均一分散) - ･･Turnovsky(1976)(1978b)
(m)期待形成 - ･- Turnovsky(1974)


















































STK tlj :t期 i品目j地域の期末在庫義
ES7P ,j :i品目j地域の在庫需要価格弾力性
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